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近
代
国
家
を
目
指
す
明
治
期
に
お
い
て
、
医
学
界
で
は
西
洋
医
学
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
共
に
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
も
次
第
に
導
入
さ
れ

て
い
っ
た
。
元
来
、
日
本
の
手
技
療
法
は
中
国
か
ら
伝
来
し
た
按
摩
法
が
民
間
に
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
中
国
の
古
典
理
論
、
陰

は
じ
め
に

近
代
日
本
に
お
け
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
の
導
入

〔
要
旨
〕
近
世
の
ョ
－
口
シ
バ
に
発
達
し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
は
、
日
本
に
は
一
八
八
○
年
代
か
ら
一
八
九
○
年
代
に
か

け
て
初
め
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
導
入
状
況
を
明
ら
か
に
す
べ
く
検
討
を
試
み
た
。
一
八
八
四
年

に
陸
軍
軍
医
総
監
橋
本
綱
常
が
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
医
制
を
視
察
し
た
お
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
一
己
『
．
と
胃
凰
詞
の
ぎ
日
ご
『
電
〉

著
の
挿
し
絵
入
り
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
書
《
歸
冒
の
弓
の
ｏ
言
詩
号
司
冨
四
ｍ
ｍ
侭
の
》
》
を
手
に
入
れ
て
、
そ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。

こ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
書
に
も
と
づ
い
て
、
陸
軍
軍
医
官
長
瀬
時
衡
は
、
こ
れ
を
実
践
し
て
そ
の
優
秀
性
を
確
認
し
、
こ
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
言
を
翻
訳
し
刊
行
し
た
。
筆
者
は
、
近
代
日
本
に
最
初
に
導
入
さ
れ

た
ラ
イ
ブ
マ
イ
ル
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
の
内
容
を
、
彼
の
挿
絵
入
り
の
害
か
ら
こ
こ
に
示
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
、
導
入
、
橋
本
綱
常
、
ラ
イ
ブ
マ
イ
ル
、
《
自
の
弓
①
ｏ
言
詩
号
胃
三
四
朋
眉
の

珀
唾

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
九
巻
第
二
号
平
成
十
四
年
十
月
九
日
受
付

平
成
十
五
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
十
四
年
十
一
月
十
六
日
受
理

和
久
田
哲
司
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我
が
国
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
が
導
入
さ
れ
た
明
治
時
代
に
は
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
は
、
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き

（
３
）

た
「
按
摩
法
」
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
。
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
年
）
に
長
瀬
時
衡
は
「
按
摩
法
」
の
中
で
、

「
［
マ
ッ
サ
ー
ジ
］
ハ
希
臘
ノ
［
マ
ッ
シ
ー
］
ト
云
う
語
ョ
リ
轌
訓
シ
來
ル
［
マ
ッ
シ
ー
］
ハ
操
卜
云
う
義
ナ
リ
余
ハ
別
二
考
フ
ル
虎

ア
リ
テ
東
洋
按
摩
考
二
論
明
ス
今
日
欧
洲
ニ
テ
施
ス
所
ノ
［
マ
ッ
サ
ー
ジ
］
ハ
摩
擦
、
叩
打
、
探
捻
運
動
等
ヲ
總
鐸
ス
故
二
之
ヲ
概

シ
テ
操
和
ス
ル
ト
云
フ
ハ
名
義
相
當
ラ
ズ
寧
ロ
機
械
的
療
法
卜
呼
ブ
ヲ
當
レ
リ
ト
ス
襲
用
ノ
久
シ
キ
遼
二
改
ム
ル
能
ハ
ズ
由
テ
余
モ
亦

之
ヲ
西
洋
按
摩
卜
稻
ヘ
テ
暫
ク
世
人
ノ
了
解
シ
易
キ
ー
従
う
」

と
述
べ
て
、
従
来
の
手
技
療
法
を
「
東
洋
按
摩
」
も
し
く
は
単
に
「
按
摩
法
」
と
呼
び
、
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
を
「
西
洋
按
摩
」
あ
る
い
は
「
摩

擦
術
」
な
ど
と
呼
び
分
け
、
こ
れ
を
区
別
し
て
い
た
。

（
４
）

一
方
、
当
時
の
本
邦
「
按
摩
法
」
に
対
す
る
認
識
は
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
）
に
河
内
全
節
が
解
説
し
た
「
按
摩
史
料
」
に
見
る
こ

ﾁ ｰ
′生．

い
○

陽
五
行
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
近
代
科
学
に
裏
打
ち
さ
れ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
按
摩
法
に
代
わ
っ
て
新
し
い
医
療
技
術

と
し
て
急
速
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
が
日
本
に
初
め
て
導
入
さ
れ
た
時
期
と
し
て
有
力
な
も
の
は
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
年
）
に
陸
軍
軍
医
総
監
橋
本
綱
常
が
ョ

（
１
）

－
ロ
ッ
パ
か
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
害
を
持
ち
帰
っ
た
の
が
最
初
と
す
る
も
の
、
も
し
く
は
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
年
）
に
陸
軍
軍
医
監
長
瀬
時
衡

（
２
）

が
病
院
を
開
設
し
て
開
始
し
た
の
が
始
め
と
す
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
西
洋
か
ら
伝
来
し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
が
、

ど
の
よ
う
な
契
機
で
も
た
ら
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
今
日
あ
ま
り
明
ら
か
で
は

そ
こ
で
、
当
時
の
西
洋
事
情
を
踏
ま
え
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
の
伝
来
状
況
と
導
入
さ
れ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

一
、
東
洋
按
摩
と
西
洋
按
摩
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と
が
出
来
る
。

い
わ
ゆ
る
、
我
が
国
の
按
摩
法
は
、
古
代
中
国
に
そ
の
端
を
発
し
、
我
が
国
に
は
古
代
に
伝
来
し
た
。
中
世
の
医
書
や
文
学
書
に
は
「
按

摩
」
の
名
称
は
見
ら
れ
な
い
が
、
近
世
・
江
戸
期
に
な
っ
て
民
間
に
広
く
普
及
す
る
中
で
、
治
療
や
産
科
術
に
も
応
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

明
治
期
に
は
「
按
摩
」
は
様
々
な
名
称
で
民
間
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
い
た
状
況
が
伺
わ
れ
る
。

と
、

と
、

（
一
）
一
八
七
○
年
代
か
ら
一
八
○
○
年
代
に
お
け
る
欧
州
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
事
情

一
八
七
○
年
代
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
の
状
況
を
一
八
九
三
年
に
（
己
吊
．
シ
言
の
風
”
①
ご
日
、
旨
》
、
に
よ
っ
て
刊
行
さ

（
５
）

れ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
全
書
第
五
版
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
序
に

摩
ノ
史
二
見
へ
タ
ル
ハ
孝
徳
壬

カ
ナ
ラ
ス
是
ヲ
以
テ
始
ト
ス
」

「
元
和
寛
永
二
至
り
世
ハ
太
平
至
治
ト
ナ
リ
漸
ク
人
々
安
快
遊
惰
一
一
ナ
リ
為
二
些
少
ノ
勢
働
ニ
モ
身
体
疲
勢
シ
為
二
從
者
二
四
肢
ヲ
按

摩
サ
セ
テ
其
勢
ヲ
除
カ
シ
メ
又
行
旅
ノ
人
ハ
一
日
ノ
勢
ヲ
彼
ノ
腹
取
ニ
ト
ラ
セ
シ
ョ
リ
遂
二
按
摩
業
起
リ
テ
男
子
モ
是
ヲ
爲
ス
ニ
至
り

「
病
洞
ヲ
治
療
ス
ル
ニ
湯
液
砿
硬
ノ
外
二
身
禮
ノ
患
部
ヲ
按
摩
シ
テ
其
ノ
瘻
痛
ヲ
止
メ
其
ノ
瘤
痩
ヲ
通
シ
又
癖
塊
ヲ
錆
ス
ル
ノ
手
術
是

ヲ
按
摩
術
卜
云
う
漢
土
ニ
ハ
上
古
ョ
リ
有
リ
テ
素
問
二
按
之
摩
之
按
摩
之
ト
ァ
リ
又
按
晴
ト
モ
ァ
リ
ヌ
．
：
（
中
略
）
我
ヵ
帝
國
ニ
テ
按

摩
ノ
史
二
見
へ
タ
ル
ハ
孝
徳
天
皇
ノ
醤
官
ノ
制
度
ヲ
定
ラ
レ
シ
時
典
藥
寮
へ
按
摩
師
ヲ
置
レ
タ
リ
此
ョ
リ
先
キ
外
藥
司
ニ
モ
ァ
リ
ャ
詳

江
戸
期
に
な
っ
て
盛
ん
と
な
っ
た
様
を
示
し
、

「
今
、
按
摩
ノ
看
板
ヲ
見
ル
ー
按
摩
、
按
腹
、
筋
操
、
導
引
、
足
力
ナ
ト
ア
リ
。
按
腹
、
筋
操
ハ
皆
按
摩
術
ョ
リ
出
ダ
ル
者
ナ
リ
。
」

明
治
期
の
様
子
を
紹
介
す
る
。

シ
ナ
ラ
ン
」

二
、
橋
本
綱
常
の
果
た
し
た
役
割
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圃
匡
邑
腎
画
牌
巴
の
○
ず
の
閂
ゴ
壁
笥
唱
①
ロ
の
旨
固
昌
①
シ
曾
園
扁
函
巳
冨
邑
号
》
の
ｏ
壷
葛
①
Ｑ
①
ｐ
ｍ
．
ｚ
ｏ
制
湧
お
い
①
吊
匡
ロ
Ｑ
ｂ
叫
己
①
昌
画
周
穴
の
。
葺
琴
門
口
口
・

ぐ
①
３
頭
の
ご
農
、
胃
①
ロ
①
言
①
四
用
淵
シ
ロ
国
四
匡
胸
毎
国
呉
侭
自
刃
＄
三
国
扇
．
旨
Ｑ
①
ご
凶
の
ず
い
億
国
冨
胃
①
己
司
己
”
①
ロ
四
口
。
ロ
島
の
号
昌
閂
ゴ
①
己
屋
己
ｑ

ｇ
厨
司
①
旨
冨
の
ｏ
面
①
邑
勺
時
○
吋
の
の
○
昂
邑
巨
。
Ｑ
シ
①
国
府
四
国
》
の
片
面
目
寓
・
①
同
三
画
の
の
四
ｍ
①
国
ロ
ケ
①
の
ｏ
弓
睡
岸
侭
①
口
》
匡
国
Ｑ
Ｑ
ｍ
君
野
①
ロ
ぐ
日
少
］
一
①
己
Ｎ
ｐ

己
①
ご
ロ
①
貝
…
（
中
略
）
…
の
○
四
頁
①
巴
①
昼
閏
》
房
の
○
且
①
筋
ウ
里
巨
易
旨
○
①
淫
①
ｑ
風
呂
》
ロ
○
３
①
曰
①
己
の
屏
匡
①
旨
①
旨
①
昌
鴨
与
国
Ｓ
①
の

ｍ
四
目
国
昼
。
茸
両
国
冒
四
再
耐
の
ゴ
閏
酔
閏
瞬
訂
》
言
里
ｇ
吊
昌
の
冨
閉
の
四
ｍ
①
ご
屋
禺
Ｑ
①
昌
ｚ
四
日
①
ｐ
ｐ
ｍ
の
ご
穴
①
自
己
①
己
》
…
》
》

と
、
著
者
震
詞
①
ご
日
四
冑
・
ゞ
は
、
一
八
六
○
年
代
に
オ
ラ
ン
ダ
の
《
己
吊
．
言
の
侭
①
Ｈ
響
》
が
生
理
学
的
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
有
効
性
を
認
め
て
以
来
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー
及
び
ロ
ー
マ
の
諸
大
家
は
《
《
言
①
侭
閏
》
》
と
共
に
こ
の
法
を
研
究
し
、
一
八
七
○
年
の
頃
に
至

り
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
教
授
や
医
家
等
も
マ
ッ
サ
ー
ジ
術
研
究
に
従
事
し
、
特
に
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
は
次
々
と
実
践
研
究
が
深
ま

っ
て
い
っ
た
さ
ま
を
著
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
自
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
諸
学
の
名
家
中
、
未
だ
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
の
名
称
を
耳
に
す
る

こ
と
な
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
の
遅
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
６
）

ま
た
更
に
詳
し
く
は
河
合
杏
平
が
『
西
洋
按
摩
術
講
義
應
病
編
」
「
按
摩
術
に
つ
い
て
」
の
中
で
、

「
按
摩
療
法
は
七
十
年
の
始
め
に
至
る
迄
少
數
の
著
述
と
新
聞
雑
誌
に
掲
げ
ら
る
る
の
み
に
し
て
其
方
法
を
實
地
に
行
ひ
し
は
瑞
典
の

外
は
一
二
專
門
家
の
み
此
専
門
家
は
殊
に
外
科
の
治
療
に
當
り
間
々
成
績
の
驚
く
べ
き
を
公
示
し
て
有
名
な
る
書
學
大
家
を
呼
覺
し
濁

逸
の
外
科
『
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
於
て
益
々
攻
究
せ
ら
れ
之
が
應
用
を
定
め
新
治
療
法
の
厘
別
を
擴
張
せ
り
」

と
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
の
状
況
を
記
し
て
い
る
。

（
二
）
橋
本
綱
常
の
渡
航
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
害

（
７
）

一
九
○
二
年
（
明
治
三
五
年
）
に
長
瀬
時
衡
・
佐
伯
理
一
郎
が
著
し
た
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
法
』
の
長
瀬
時
衡
の
緒
言
に

①
目
①
四
．
器
①
ぐ
①
ユ
〕
吊
寓
昌
侭

ｑ 晨
口
耐
但
曽
〕
国
①
ロ
・
囚
］
”
①
の
昌
国
扇
》
君
①
庁
壷
の
ロ
尻
夛
【
①
い
い
田
，
ヨ
岸
旦
⑦
吋
夛
【
四
隅
四
ｍ
①
①
吋
凶
座
席
》
ぐ
臼
●
の
ｏ
ゴ
四
球
訂
邑
弓
尽
・
口
昌
］
旨
き
旨
●
い
の
吋
圃
四
斤
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（
９
）

綱
常
は
二
度
渡
欧
し
て
い
る
が
、
最
初
は
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
七
月
か
ら
軍
医
制
度
の
調
査
の
官
命
を
受
け
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス

ト
リ
ア
に
お
い
て
外
科
と
内
科
を
修
得
し
て
一
八
七
七
年
（
明
治
十
年
）
六
月
に
帰
国
し
て
い
る
。

前
述
の
ご
と
く
、
こ
の
時
期
は
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
研
究
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
留
学
で
は

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
関
す
る
情
報
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

二
度
目
の
渡
欧
は
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
年
）
二
月
十
六
日
、
大
山
巖
陸
軍
卿
の
欧
州
軍
兵
制
視
察
に
随
行
し
て
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
を

訪
れ
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
年
）
一
月
二
五
日
に
帰
国
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
の
研
究
が
盛
ん

で
諸
大
家
の
研
究
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
臨
床
が
行
な
わ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
〈
維
納
府
ノ
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
大
家
ノ
ラ
イ
フ

メ
ル
氏
論
説
竝
二
其
著
書
ヲ
得
テ
歸
朝
〉
と
あ
る
の
は
、
こ
の
二
度
目
の
渡
欧
の
際
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
害
を
手
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

綱
常
が
持
ち
帰
っ
た
維
納
府
ノ
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
大
家
ノ
ラ
イ
フ
メ
ル
氏
の
著
書
と
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
書
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

（
三
）
橋
本
綱
常
の
持
ち
帰
っ
た
「
莱
氏
按
摩
術
」

（
Ⅲ
）

一
八
九
三
年
に
長
瀬
時
衡
が
刊
行
し
た
『
西
洋
按
摩
小
解
」
の
附
言
に

「
余
曇
二
廣
島
ニ
在
り
。
同
學
諸
士
卜
図
リ
博
愛
病
院
ヲ
設
ケ
各
科
ヲ
分
テ
患
者
ヲ
治
療
ス
。
余
ハ
婦
人
科
ヲ
擴
當
ス
。
子
宮
轌
位
愈
着

（
８
）

陸
軍
軍
医
総
監
橋
本
綱
常
（
一
八
四
五
年
生
～
一
九
○
九
年
没
）
は
越
前
福
井
の
類
代
の
医
家
に
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
長
男
は
勤
王
の
志

士
橋
本
左
内
で
あ
る
。
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
年
）
に
東
京
大
学
医
学
部
教
授
、
一
九
○
五
年
（
明
治
三
八
年
）
に
陸
軍
軍
医
総
監
と
な
っ
て

ル
ヱ
の
ブ
つ
○

い

る
0

「
我
本
邦
二
傳
ヘ
シ
ハ
宮
内
省
御
用
掛
陸
軍
軍
書
總
監
男
爵
橋
本
綱
常
君
ナ
リ
、
君
明
治
十
八
年
君
命
ヲ
奉
シ
欧
米
二
使
シ
各
国
ノ
髻

政
ヲ
取
調
へ
ラ
ル
ノ
際
各
地
病
院
二
設
置
ス
ル
［
マ
ッ
サ
ー
ジ
］
治
療
室
及
其
手
術
ヲ
目
撃
シ
其
時
維
納
府
ノ
［
マ
ッ
サ
ー
ジ
］
大
家

ノ
ラ
イ
フ
メ
ル
氏
論
説
竝
二
其
著
書
ヲ
得
テ
歸
朝
シ
其
書
其
術
ヲ
足
立
寛
君
竝
二
余
等
ノ
ー
人
（
長
瀬
）
二
付
シ
之
ヲ
研
究
セ
シ
ム
」
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版
さ
れ
て
い
る
。

屈
曲
等
ノ
症
ベ
ッ
サ
ル
ュ
ム
ノ
種
類
及
上
他
ノ
治
術
一
モ
寸
効
ナ
キ
ヲ
苦
シ
ム
。
一
年
上
京
ノ
日
之
ヲ
橋
本
綱
常
先
生
二
質
ス
。
先
生

日
眞
二
然
リ
。
唯
按
摩
ノ
ー
術
之
ヲ
能
ス
ル
ア
ラ
ン
。
余
喜
ン
テ
教
ヲ
乞
う
。
乃
チ
莱
氏
按
摩
術
ヲ
出
シ
テ
示
サ
ル
。
日
ク
此
書
簡
短

ニ
シ
テ
未
夕
壼
サ
ザ
ル
モ
之
二
由
テ
習
熟
セ
ハ
或
ハ
良
續
ヲ
得
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。
余
携
帰
テ
講
究
シ
果
シ
テ
奇
術
ノ
債
値
ア
ル
ヲ
了

知
ス
。
…
（
中
略
）
神
驍
奇
効
誠
意
想
ノ
外
二
出
ッ
。
歓
喜
ノ
餘
リ
自
ラ
猯
ラ
ス
。
莱
氏
按
摩
術
ヲ
翻
諄
シ
同
志
二
頒
ッ
・
」

と
、
時
衡
は
綱
常
か
ら
託
さ
れ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
書
に
基
づ
い
て
、
広
島
の
博
愛
病
院
の
産
婦
人
科
等
に
お
い
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
術
の
効
果
の
大

な
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
技
術
普
及
の
た
め
に
『
莱
氏
按
摩
術
』
を
翻
訳
刊
行
し
た
事
情
を
述
べ
て
い
る
。

（
Ⅲ
）

そ
し
て
、
こ
の
翻
訳
書
『
莱
氏
按
摩
術
』
の
時
衡
自
ら
の
附
言
に

「
西
國
按
摩
術
二
係
ル
書
類
今
日
二
印
行
ス
ル
モ
ノ
ニ
百
部
二
止
マ
ラ
ス
就
中
名
聲
ア
ル
モ
ノ
ハ
佛
書
ノ
ル
ス
ト
ロ
ム
氏
ノ
按
摩
學
説

治
療
言
一
千
八
百
九
十
一
年
刊
行
日
爾
曼
髻
博
士
ス
ュ
ラ
イ
ベ
ル
莱
氏
按
摩
術
第
二
版
一
千
八
百
八
十
八
年
刊
行
澳
國
書
博
士
ラ

イ
フ
マ
イ
ル
莱
氏
按
摩
全
書
一
千
八
百
八
十
二
年
刊
行
ナ
リ
此
等
ノ
書
巻
畉
洪
大
ニ
シ
テ
遼
二
反
諄
二
付
シ
難
シ
此
小
冊
子
ハ
ラ
イ

フ
マ
イ
ル
氏
力
其
全
書
中
ョ
リ
要
領
ヲ
シ
圖
式
ヲ
加
エ
テ
初
學
二
便
ニ
シ
世
二
頒
チ
シ
カ
各
國
名
流
ノ
高
評
ヲ
得
テ
書
家
ノ
寶
珠
卜
樗

ス
一
千
八
百
八
十
九
年
全
氏
更
二
實
動
書
療
術
ヲ
加
ヘ
テ
以
テ
第
二
版
ヲ
公
行
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
其
文
簡
易
一
一
シ
テ
遺
ス
所
ナ
リ
學
者
之

二
由
テ
習
熟
セ
バ
其
奥
妙
ヲ
究
ム
ル
復
難
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
」

と
、
翻
訳
書
冊
子
の
刊
行
の
由
来
を
解
説
し
て
い
る
。

こ
の
刊
行
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
《
己
尉
．
と
蔚
風
記
①
弓
日
煙
冑
》
、
が
刊
行
し
た
農
目
①
弓
①
。
冒
房
号
周
冒
凹
め
の
侭
の
葛
に
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
の
初
版
本
は
残
念
な
が
ら
未
だ
我
が
国
で
は
現
在
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
そ
の
第
五
版
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
立
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
五
版
に
は
初
版
の
序
と
第
五
版
の
序
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
初
版
は
一
八
八
四
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
、

後
に
第
二
版
が
前
記
の
翻
訳
書
序
が
示
す
よ
う
に
「
實
動
書
療
術
」
の
篇
を
加
え
て
一
八
八
九
年
に
、
そ
し
て
一
八
九
二
年
に
第
五
版
が
出
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冨
閉
囲
い
①
葛
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
↑
《
”
①
号
員
国
買
》
》

４

４

口
耐
９
℃
国
邑
①
ご
ロ
の
局
で
吋
四
宝

を
説
明
す
る
よ
う
に
、

綱
常
が
二
度
目
の
渡
欧
中
に
、
こ
の
全
書
版
（
一
八
八
二
年
初
版
）
を
手
に
す
る
こ
と
は
出
来
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
全
書
版
第
五
版
は
、（

Ｍ
）

一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
）
に
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
・
陸
軍
軍
医
監
足
立
寛
等
に
よ
っ
て
「
莱
氏
按
摩
新
論
」
（
別
名
、
泰
西
按
摩
新
論
）

と
し
て
翻
訳
さ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
橋
本
綱
常
が
帰
国
し
た
一
八
八
五
年
一
月
か
ら
見
て
、
綱
常
が
持
ち
帰
っ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
害
は
、
長
瀬
時
衡
が
翻
訳
し
た
原
書
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
《
↑
胃
．
シ
弓
の
算
用
①
ざ
目
印
胃
署
が
一
八
八
四
年
に
著
作
し
た
《
《
目
①
弓
①
。
冒
詩
号
禺
冨
四
の
笛
帰
・
》
（
初
版
）
で
あ
っ
た
こ
と

が
解
る
。

《
固
め
二
国
Ｈ
一
員
号
昌
ご
嗅
月
ゴ
ウ
①
四
房
月
面
丘
嗅
ゞ
ず
巴
⑦
里
①
函
①
ロ
ゴ
①
詳
旦
閏
圃
言
の
］
５
口
シ
匡
壺
四
ｍ
の
日
四
国
国
閏
恩
田
］
四
吊
開
吊
邑
シ
３
①
胃
一
己
房

巨
四
筋
“
ぬ
①
ロ
ロ
・
房
扁
ぐ
閏
言
９
年
Ｅ
ｐ
ｍ
旨
旦
①
ご
く
臼
閂
巨
①
Ｑ
①
国
①
ご
己
尉
ｇ
已
旨
①
邑
旦
角
官
煙
寓
耐
の
彦
①
口
冨
①
ｇ
ｏ
ヨ
ご
》
Ｑ
①
己
扁
の
昏
昌
駕
彦
四
』

弓
声
四
一
Ｑ
国
開
与
国
〕
閏
勗
登
言
監
ｏ
彦
閏
目
』
す
①
“
３
国
毎
口
ロ
ロ
。
。
①
貝
扇
①
弓
①
昌
邑
盲
、
再
胃
５
口
①
己
ワ
四
目
侭
①
ず
①
Ｐ
…
画
》

と
、
先
に
刊
行
し
た
マ
ッ
サ
－
ジ
の
全
書
版
か
ら
、
初
学
者
の
実
習
の
た
め
に
初
め
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
技
術
を
イ
ラ
ス
ト
を
も
っ
て
編
集
し
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
技
術
の
普
及
に
努
め
よ
う
と
し
た
意
図
を
、
《
《
詞
①
ご
日
“
冑
》
》
は
自
ら
明
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
時
衡
が
翻
訳
し
た
原
著
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
《
己
民
．
シ
号
①
風
詞
①
旨
自
画
冑
愚
が
刊
行
し
た
《
《
国
①
弓
①
の
冒
房
号
尉

て

い

る
0

（
胆
）

こ
の
原
書
第
五
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
《
閃
①
弓
日
画
冑
・
》
の
初
版
の
序
に
は
、
時
衡
が
翻
訳
書
の
序
に
お
い
て
、
図
解
冊
子
の
刊
行
の
由
来

些
買
》
》
は
一
八
八
二
年
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
全
書
版
震
目
①
巨
四
の
の
四
鴨
匡
ロ
呂
言
①
ぐ
①
プ
弓
①
風
冒
侭
ヨ
号
画
く
①
厨
。
巨
凰
①
ロ
ｇ

（
喝
）

冒
巴
ａ
の
８
９
言
①
ｓ
ｏ
ヨ
〕
）
の
初
版
を
著
し
、
一
八
八
九
年
に
は
第
四
版
、
一
八
九
三
年
に
は
、
そ
の
第
五
版
を
刊
行
し
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原
著
第
五
版
と
、
そ
の
翻
訳
書
に
お
け
る
図
解
の
取
扱
い
に
つ
い
て
見
る
と
、
原
著
で
は
図
総
数
二
四
四
図
の
中
、
第
一
編
の
《
弓
⑦
ｇ
己
弄

号
吋
冨
四
の
⑳
侭
①
》
》
（
「
按
摩
法
及
び
虚
動
法
」
）
で
は
一
五
五
図
（
術
七
○
図
、
機
械
器
具
二
三
図
、
他
動
運
動
六
二
図
）
で
、
第
二
編
の
《
《
西
呂
喝
日
‐

己
閉
は
屍
》
（
「
實
動
書
療
術
」
）
で
は
八
九
図
（
自
動
運
動
六
七
図
、
機
械
器
具
二
二
図
）
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
翻
訳
害
で
は
図
総
数
一
二
六
図
の
中
、
第
一
編
で
は
五
九
図
（
術
三
九
図
、
機
械
器
具
一
二
図
、
他
動
運
動
八
図
）
で
、
第
二

編
で
は
六
七
図
（
自
動
運
動
六
七
図
、
機
械
器
具
○
）
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
翻
訳
書
に
は
原
著
と
異
な
る
図
解
が
産
科
の
図
二
六
「
妊
娠
子
宮
塵
出
法
」
・
図
二
七
「
妊
娠
子
宮
の
按
摩
法
及
び
厘
出
法
」
や
虚

動
図
五
五
・
五
六
・
五
八
な
ど
数
図
が
見
ら
れ
る
。

第
一
編
は
、
初
版
に
記
述
さ
れ
た
も
の
で
、
第
二
編
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
年
）
に
《
完
凰
ｇ
国
旨
〕
・
が
再
版
の

お
り
、
治
療
体
操
法
を
「
實
動
害
療
術
」
と
し
て
加
え
て
第
二
編
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
瀬
時
衡
ら
が
翻
訳
に
当
た
っ
て
、
第
一
編
に
お

い
て
は
図
を
か
な
り
精
選
し
て
い
る
と
共
に
、
少
図
な
が
ら
産
科
で
は
我
が
国
の
「
按
腹
」
の
手
法
を
独
自
の
も
の
と
し
て
組
込
ん
で
い
る

点
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
第
二
編
に
お
い
て
は
、
治
療
体
操
法
は
全
て
紹
介
す
る
の
に
機
械
器
具
の
応
用
に
関
し
て
は
全
て
省
略
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
機
械
器
具
の
構
造
・
機
能
や
具
体
的
使
用
法
が
不
明
で
あ
っ
た
た
め
と
も
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
）
《
己
尉
用
①
呂
自
房
号
円
冒
尉
閨
鴨
廻
．
に
見
る
《
閃
①
号
冒
曾
胃
・
・
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
技
術

屋
ロ
話
弓
屑
冒
時
号
吋
巨
閉
８
帰
葛
（
第
五
版
）
及
び
『
莱
氏
按
摩
術
』
は
、
表
１
、
表
２
の
内
容
項
目
か
ら
、
《
閃
四
目
国
買
》
》
の
マ
ッ
サ

ー
ジ
技
術
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

（
こ
《
己
討
弓
①
１
冒
房
号
局
昌
儲
伽
僧
①
唖
）
（
第
五
版
・
’
八
九
二
年
刊
行
）
と
翻
訳
書
「
莱
氏
按
摩
術
」
二
八
九
三
年
、
明
治
二
六
年
）
と
の

三
、
震
目
の
弓
の
ｏ
言
時
号
呉
．
冨
國
、
の
侭
の
望
．
に
み
る
↓
弱
の
ご
目
煙
司
》
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
概
要

比
較
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表1&@DieTechnikderMassage''INHALT'5)

1.Massage.

Einleitungsmassage････……･･･……･….…･…・

EinfacheMassagehandgriffe…･…･･･………・

Hals-undKehlkopfmassage……･………･･･

MassagederLungeunddesHerzens…･…

Unterleibsmassage:

Bauchmassage…………･･･……･……………

MassagederNiereundderenUmgebung

MassagederBlase…･･･…･……･……･･･….．

MassagederProstata･……………………

MassagederWandedeskleinenBechens

MassagedesUterusundseinerAdnexa…，

MassagedesAuges･…………････…-………・・

AIIgemeineK6rpermassage･･………･････…・

MassagemitlnstrumentenundMaschinen

AllgemeineBemerkungen・…･………･…･…．

３
９
４
６
３
４

０
８
０
１
１
３
６
３
８
０

５
６
７
７
７
７
１
２
２
５

■
■
。
。
。
●
１
Ⅱ
ユ
－
Ⅱ
ユ
－
Ⅱ
基
１
Ⅱ
ユ

■
Ｇ
■
■
●
●

■
凸
●
。

。
④
■
。

■
Ｇ
■
■
●
■

■
■
■
。

●○申｡

11.Heilgymnastik.

Allgemeines･…･…････……

Passivbewegungen・…..…

Widerstandsbewegungen･･･

Activbewegungen・…･…･…

maschinelleHeilgymnastik

１
９
４
７
７

７
７
９
２
４

１
１
１
２
２
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ア
、
一
八
○
○
年
代
の
ョ
－
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
が
近
代

医
療
と
し
て
確
立
さ
れ
よ
う
と
し
た
過

渡
的
な
時
期
を
反
映
し
て
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
手
技
の
名
称
は
近
代
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

発
祥
に
従
っ
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
著
さ

れ
、
運
動
法
《
《
罵
言
①
唱
邑
頃
、
の
名
称

は
発
展
を
見
せ
た
ド
イ
ツ
語
で
示
さ
れ

て
い
る
。

イ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
手
技
は
、
そ
れ

ま
で
様
々
に
分
化
、
多
彩
と
な
っ
て
い

た
手
法
を
、
オ
ラ
ン
ダ
の
《
雷
冒
①
侭
閏
）
ゞ

（
鳩
）

の
提
唱
す
る
四
法
に
従
っ
て
、

由
聖
２
３
鴨
》
》
（
軽
擦
法
）
、
農
冨
閉
囲
鴨

四
卑
甘
は
ｇ
雪
、
（
摩
擦
法
）
、
《
《
も
酔
凰
の
‐

困
帰
）
ゞ
（
操
提
法
）
及
び
《
《
弓
四
９
房
‐

ョ
①
具
）
》
（
叩
打
法
）
の
四
法
に
整
理
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
治
効
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
並
び

に
医
事
応
用
を
述
べ
る
。
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表2「莱氏按摩術』目次(16）
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法摩按
法
法

法
部
摩
摩
法

至
祁
ユ
珊

動
論
法
法
属
按
按
摩
法
法
法
意

通
各

虚
通
摩
摩
其
宮
宮
按
摩
摩
摩
注

及
術
按
按
及
子
子
宮
按
按
按
法
法
率
諏

騨
癖
郵
坤
霜
帳
嬬
痔
癖
雪
禮
癖
銅
轆
実
実

章
章
章
章
章
章
章
章
章
實
章
章
噸
蛎
揮
蝉
噸
蝉
癩
蝉

按
不
姫
産

編
１
２
３
４
甲
乙
丙
５
６
７
８
９
編
、
ｕ
第
第
第
第
第
第
第
第

１
第
第
第
第
第
第
第
第
第
２
第
第

第
第

丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁
丁

１
３
１
１
１
９
３
９
７
９
５
０

１
２
３
３
３
５
５
６
６
８
１１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

丁
可
１
１
１
１
１
１
「
Ｊ
１

６
６
７
７
８
９
０
２
５
８

１
２
２
２
２
２
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ウ
、
炎
症
な
ど
へ
の
《
《
両
目
凰
目
邑
鴨
‐

日
四
ｍ
ｍ
侭
①
葛
（
端
緒
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
の
効
果

を
強
調
す
る
。
そ
の
手
法
は
、
炎
症
な
ど

の
患
部
よ
り
中
枢
に
向
か
っ
て
摩
擦
や
操

猩
を
施
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
重
症
の
関

節
捻
挫
な
ど
の
準
備
手
法
と
し
て
、
そ
の

効
用
を
説
く
。

エ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
治
効
理
論
と
し
て
、

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
わ
た
る
ド
イ

ツ
を
中
心
に
発
達
し
た
解
剖
学
、
特
に
生

理
学
的
研
究
を
基
に
各
手
技
の
有
効
性
を

立
証
す
る
。
《
閃
①
苦
冒
昌
冗
》
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
に
お
い
て
は
、
総
括
的
な
作
用
を
示
す

こ
と
な
く
、
各
手
技
に
従
っ
て
生
理
学
的

効
果
を
述
べ
て
い
る
。
あ
え
て
、
こ
れ
を

要
約
す
れ
ば
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
機
械
的
・

反
射
的
作
用
を
通
し
て
、
循
環
機
能
の
改

善
や
各
種
の
生
理
機
能
を
高
め
、
ひ
い
て

は
全
身
の
新
陳
代
謝
を
促
進
す
る
。
皮
層
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腹
部
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
と
し
て
は
腹
部
の
直
接
的
な
機
械
的
効
果
と
反
射
的
効
果
に
よ
っ
て
、
循
環
器
へ
の
影
響
及
び
圧
迫
術
に
よ
る

蠕
動
運
動
の
促
進
、
消
化
液
分
泌
の
昂
進
を
認
め
る
。
腹
部
施
術
と
し
て
、
《
閑
①
ざ
日
画
買
》
〉
は
独
自
に
腹
部
を
体
表
面
、
中
層
の
筋
部
及
び

深
部
の
内
臓
の
三
部
に
分
け
て
、
第
一
手
技
か
ら
第
三
手
技
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
施
行
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
と
し
て
は
、
「
人
体
の
生
理
的
機
転
上
、
鮮
や
か
な
効
用
あ
り
」
と
し
て
、
血
行
と
リ
ン
パ
の
流
動
は
一
局
部
に

と
ど
ま
ら
ず
、
全
身
に
影
響
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
陳
代
謝
旺
盛
と
な
り
、
多
数
の
生
理
的
機
能
を
高
め
る
。

力
、
《
出
①
言
①
唱
侭
》
）
（
運
動
法
）
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
↑
《
巨
己
頃
》
ら
の
体
操
法
か
ら
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
術
に
併
用
す
る
こ
と
を
推
奨
し
、

昏
由
①
弓
偲
匡
己
唄
ゞ
を
《
も
四
の
の
弓
の
国
①
言
凋
巨
口
頃
》
（
他
動
運
動
法
）
及
び
《
《
醇
昌
ぐ
①
国
①
言
凋
匡
冒
頃
）
（
自
動
運
動
法
・
抵
抗
運
動
法
）
に
大
別
し
て
、

特
に
他
動
操
作
晨
臨
朋
弓
①
国
①
言
①
唱
口
蝋
》
の
有
効
性
を
提
唱
す
る
。

キ
、
《
《
ど
両
①
日
①
ヨ
①
【
胃
胃
時
目
印
の
の
侭
の
ゞ
》
（
用
器
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
、
徒
手
に
よ
る
手
法
及
び
運
動
法
に
加
え
て
、
様
々
な
機
械
器
具
あ
る
い
は

水
治
療
法
と
し
て
プ
リ
ー
ニ
ッ
ッ
電
法
な
ど
を
併
用
す
る
。
原
本
の
固
い
に
は
、
多
数
の
機
械
器
具
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
翻
訳
言

に
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
我
国
で
は
実
際
に
は
余
り
応
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
《
閃
①
ご
ョ
囚
冑
・
》
は
、
こ
の
項
の
末

文
に
お
い
て
、
様
々
な
機
械
器
具
や
治
療
体
操
が
併
用
さ
れ
る
が
、
「
巧
妙
な
る
徒
手
以
上
の
名
器
は
な
し
」
と
、
手
技
の
優
秀
性
を
主
張
す
る
。

ク
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
法
を
理
学
療
法
の
一
分
野
と
し
て
水
治
療
法
、
温
熱
療
法
及
び
電
気
療
法
な
ど
と
併
用
し
て
、
内
科
、
外
科
、
産

婦
人
科
、
及
び
眼
科
・
耳
鼻
科
で
の
臨
床
応
用
を
説
く
。

内
科
的
疾
患
は
深
部
の
た
め
、
反
射
や
電
気
的
な
間
接
的
作
用
で
直
接
的
作
用
は
少
な
い
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
は
本
来
、
全
て
血
行
障

部
の
循
環
の
改
善
に
有
効
と
す
る
。

及
び
内
臓
に
係
わ
る
体
壁
反
射
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
に
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
・

オ
、
従
っ
て
、
そ
の
手
法
は
頸
部
、
腹
部
及
び
全
身
へ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
頸
部
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
効
果
と
し
て

員
言
①
厨
の
》
》
《
《
の
①
国
ご
及
び
↓
《
国
。
鄙
侭
①
『
ど
の
頸
部
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
示
し
、
大
静
脈
の
誘
導
及
び
深
呼
吸
法
に
よ
る
小
循
環
の
促
進
を
促
し
頭
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我
が
国
に
お
け
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
は
、
一
八
八
○
年
代
に
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
か
ら
の
各
種
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
学
術
書
が
紹
介
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
が
、
な
お
そ
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
、
橋
本
綱
常
が
持
ち
帰
っ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
害
は
、

奇
し
く
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
震
胃
．
Ｐ
弓
①
風
詞
①
ご
目
印
冑
署
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
い
う
優
れ
た
新
し
い
治
療
法
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
す
る
熱
意

か
ら
、
一
八
八
二
年
に
出
版
し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
全
書
版
に
基
づ
き
初
心
者
に
も
収
得
出
来
る
よ
う
に
、
そ
の
技
術
を
図
解
入
り
で
↑
《
ロ
耐

弓
円
冒
時
号
吋
言
尉
闇
鴨
ご
（
一
八
八
四
年
、
初
版
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
を
手
掛
か
り
に
、
長
瀬
時
衡
は
広
島
の

博
愛
病
院
で
実
践
し
、
そ
の
効
果
に
感
嘆
し
て
、
後
に
東
京
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
専
門
の
私
立
病
院
を
開
設
し
て
本
格
的
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
医
療
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
に
時
衡
は
こ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
優
秀
性
を
広
め
る
た
め
に
、
「
莱
氏
按
摩
術
」
と

し
て
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
年
）
に
翻
訳
刊
行
し
て
普
及
に
意
を
尽
く
し
た
の
で
あ
っ
た
。

害
に
よ
っ
て
発
生
す
る
全
身
諸
症
状
に
こ
の
術
の
機
械
的
作
用
を
も
っ
て
最
も
良
好
な
治
法
で
あ
る
と
す
る
。

外
科
領
域
は
多
く
は
身
体
の
浅
表
に
発
し
、
従
っ
て
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
療
法
の
適
す
る
も
の
は
非
常
に
多
い
。
そ
の
適
応
は
初
期
の
外
傷
性

炎
症
及
び
そ
の
属
症
で
あ
り
、
各
種
の
急
性
慢
性
の
運
動
器
疾
患
と
な
る
。

各
国
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
産
科
に
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
極
め
て
古
く
産
科
術
と
そ
の
起
源
を
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
さ
れ
る
。
そ

の
応
用
と
し
て
は
陣
痛
の
促
進
、
胎
児
の
変
位
の
整
復
、
胎
盤
の
退
出
法
な
ど
の
産
出
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
弟
子

三
輪
順
三
（
三
瀬
周
三
の
誤
り
か
？
）
と
の
談
話
中
に
賀
川
玄
悦
著
『
産
論
』
の
「
按
腹
七
術
」
の
記
事
を
載
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
子
宮
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
卵
巣
な
ど
の
手
法
を
示
し
、
そ
の
応
用
を
提
唱
す
る
。

特
に
産
婦
人
科
へ
の
応
用
は
、
広
島
博
愛
病
院
に
お
い
て
産
婦
人
科
を
担
当
し
た
長
瀬
時
衡
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
最
初
に
試
み
て
、
そ
の
効

果
を
確
信
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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乙イ0

（
１
）
芹
澤
勝
匙

（
２
）
大
植
四
師

（
３
）
長
瀬
時
唾

（
４
）
河
内
全
帯

四
三
七
頁
）

（
５
）
刃
①
ざ
日
、

ロ
①
匡
画
ｎ
戸
①
』

（
５
）
刃
①
ざ
日
昌
『
》
シ
，
“
目
の
三
國
朗
侭
①
匡
国
呂
胃
①
ぐ
国
言
閏
吾
匡
侭
冒
号
ロ
ぐ
閏
の
ｏ
ご
巴
①
ロ
ｇ
目
の
ｏ
巨
言
の
二
号
『
冒
農
爵
呂
①
口
冨
の
巳
の
冒
即
四
．
Ｎ

ｐ
の
目
烏
①
》
序
言
烏
巨
且
言
耐
邑
》
勗
麗
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
蔵
）

（
６
）
河
合
杏
平
『
西
洋
按
摩
術
講
義
應
病
編
」
二
四
五
頁
～
二
五
○
頁
、
南
江
堂
耆
店
、
東
京
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）

（
７
）
長
瀬
時
衡
・
佐
伯
理
一
郎
『
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
法
』
一
頁
～
三
頁
、
吐
鳳
堂
、
東
京
、
一
九
○
二
年
（
明
治
三
十
五
年
）

（
８
）
大
植
四
郎
編
「
明
治
過
去
帳
」
四
一
○
頁
、
東
京
美
術
、
東
京
、
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）

（
９
）
手
塚
晃
・
国
立
教
育
会
館
編
「
幕
末
明
治
海
外
渡
航
者
総
覧
第
二
巻
（
人
物
情
報
編
匡
二
○
三
頁
、
柏
書
房
、
東
京
、
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

（
、
）
長
瀬
時
衡
「
西
洋
按
摩
小
解
（
三
版
）
」
四
一
頁
～
四
三
頁
、
文
錦
堂
、
東
京
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二
年
）

（
Ⅱ
）
長
瀬
時
衡
訳
「
氏
按
摩
術
」
二
頁
～
三
頁
、
井
上
書
店
、
東
京
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）

Ｅ
）
屑
ご
日
錘
買
）
Ｐ
“
目
①
扉
。
冒
弄
号
同
旨
閉
め
緒
の
‐
印
自
国
胃
目
。
篇
ゞ
原
目
侭
匡
且
言
一
の
ロ
ゞ
屍
縄
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
蔵
）

（
喝
）
（
前
掲
）
罰
の
ご
白
煙
冑
》
少
．
即
自
①
三
四
ｍ
⑳
侭
①
巨
巨
呂
胃
①
ぐ
①
Ｈ
言
四
号
巨
眉
冒
号
ご
く
①
勝
の
亘
巴
ｇ
ｇ
目
の
ｇ
昌
口
２
号
吋
卑
農
蔚
ｇ
①
自
冨
＆
言
言

印
自
画
ロ
の
昌
烏
の
．
Ｆ
§
信
屋
且
言
耐
邑
ゞ
勗
麗
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
蔵
）

（
皿
）
足
立
寛
訳
「
莱
氏
按
摩
新
論
（
別
名
、
泰
西
按
摩
新
論
）
」
、
文
錦
堂
、
東
京
、
一
八
九
五
年
萌
治
二
八
年
）
筆
者
蔵

孟
）
（
前
掲
）
需
号
日
四
頁
Ｐ
，
咽
巨
①
弓
の
６
９
房
号
禺
冨
四
ｍ
の
侭
①
即
自
圃
胃
昌
烏
①
》
序
言
圃
侭
昌
己
弓
国
】
ゞ
屍
褐
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
蔵
）

（
脳
）
（
前
掲
）
長
瀬
時
衡
訳
「
目
次
」
「
莱
氏
按
摩
術
」
七
頁
～
九
頁
、
井
上
書
店
、
東
京
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）

（
筑
波
技
術
短
期
大
学
鍼
灸
学
科
）

注
・
参
考
文
献

）
芹
澤
勝
助
「
按
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
理
論
と
実
技
（
三
版
）
」
三
八
頁
～
四
○
頁
、
医
歯
薬
出
版
、
東
京
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

）
大
植
四
郎
編
『
明
治
過
去
帳
」
六
三
六
頁
、
東
京
美
術
、
東
京
、
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）

）
長
瀬
時
衡
「
按
摩
法
」
「
第
二
回
日
本
医
学
会
誌
」
三
六
七
頁
、
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）

）
河
内
全
節
「
按
摩
史
料
」
「
中
外
新
報
」
第
三
五
九
号
三
○
八
頁
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
）
（
同
第
三
六
○
号
三
六
八
頁
、
同
第
三
六
一
号
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［ ロ ① 四 門 ご 日 ○ ○ ① 門 口 庁 』 口 〕 ① の ） 【 巨 四 の の “ ぬ ① 耳 ① 四 宮 口 ① ロ 計 旦 ① ぐ ① ］ ○ ℃ の Ｑ 旨 国 屋 Ｈ Ｏ ｐ ① ． Ｃ 匡 『 言 い 庁 壷 ① 昌 函 、 Ｃ の 四 二 ○

」 、 や つ 、 》 詳 一 印 の 鼬 匙 言 ゴ 餌 庁 Ｒ ｐ ｍ の の 、 胸 ① 可 ① ｍ 計 境 口 の ロ 計 言 動 の 鄙 埼 牌 昌 ロ ヰ Ｃ Ｑ 巨 ○ ① 。 旨 庁 ○ ］ ｍ ｐ ｍ 国 ． 団 匡 計 画 計 へ ぼ ① 口 吋 ① め の 。 《

計 ］ 員 ］ ① ］ 庁 禺 画 国 買 す ① の “ 丘 庁 匡 凹 弄 詳 ］ の ご ○ 岸 ○ 』 ① 四 門 辱 匡 ご ロ ① 局 牌 ○ ○ Ｑ 底 ○ 言 』 計 言 “ の 』 ご 耳 Ｃ Ｑ 口 の ① Ｑ 守 ○ 【 ご 同 色 Ｈ ○ ℃ ① 胃 口 詳 ○

当 四 ℃ 四 国 四 国 ロ ゴ ○ デ ミ ］ 詳 言 ゞ 動 の Ｑ ① ぐ の ］ ○ 口 ① 。 計 昏 ① 岡 ① ． 胄 剴 Ｎ 〕 屋 ① × ロ ］ 四 目 昌 庁 面 ① ○ 一 『 の 匡 罠 口 の 計 印 ご ○ ① の ○ 【 壷 ○ 三 弓 岸 Ｑ ① ぐ ① 』 ○ ℃ ① 口

冒 ］ 四 壱 四 口 ． 旨 屍 震 》 ミ ゴ ① 口 【 ｇ ｏ 西 四 の 寓 目 ○ ８ 》 房 ① 、 巨 旦 、 禺 昌 目 Ｑ ｏ ｇ 日 〕 弓 鼬 ｍ ○ 口 四 ｓ こ 【 ９ 日 の 巳 ｏ 巴

昌 勗 の ］ Ｃ 口 ⑭ 旨 同 匡 閂 ○ つ ① 》 ロ ① ○ 頁 巴 ロ ① 旦 昏 ① 皀 匡 牌 門 呉 ① ｇ ご ○ ○ 穴 ○ 由 目 色 の の 四 ｍ ① 姉 貴 ロ 〕 ① 目 裂 ① の ゴ ロ 房 ユ ① Ｈ 冨 四 の の 四 胆 ① 〕 》

ｓ 易 《 ① ・ ・ 屍 震 ） 》 弓 冨 の 彦 言 餌 ⑱ 君 国 庁 蔚 ロ ゥ 目 ｐ Ｈ ． 鴎 与 国 ● 計 詞 ① ご ロ 〕 煙 冑 ｇ シ ロ の 計 円 酎 ） 四 口 。 ぽ ① ご 吋 ○ こ い 冨 詳 ご 鼬 の 戸

８ ］ “ 己 、 口 ． 蜀 ○ ］ 一 ○ 言 昌 頤 庁 巨 の 白 時 Ｏ ｚ ｍ ｍ ｍ ｍ の 》 煙 己 四 局 目 胃 Ｑ ｏ ｇ ｏ 局 》 “ ｇ 匡 四 ］ 辱 庁 吊 一 ① Ｑ 一 計 の 庁 吊 四 目 ］ ① 貝 》 ロ 切 目 ぬ ぎ の

餉 円 牌 昌 匡 の 耳 鼻 ① ロ ワ ○ ○ 戸 ９ 日 鼬 ｍ の 四 ね ① ． 国 ① Ｃ Ｏ ご 卸 ロ ロ ① Ｑ ｇ 閏 冒 、 の 的 四 ｍ ① 計 吋 ① 胃 目 ① 昌 浅 国 の 四 ｍ 届 里 日 ① 島 の 巴

へ Ｒ の 四 庁 口 〕 ① 冒 庁 “ ご Ｑ 庁 局 四 口 の 呂 鼬 庁 ① 旦 庁 ぽ 一 の ウ ○ ○ 一 肉 ］ ロ 庁 ○ ］ ｍ ｐ ｍ ロ ① ｍ ① “ ロ ロ ロ ロ ウ 屋 の 写 ① Ｑ 詳 帛 ○ 吋 岸 の ロ ○ ℃ こ ］ 四 ユ 印 、 〈 胃 ○ 己 ． 目

雪 国 の の ゴ ○ 言 口 四 邑 胃 目 四 ｍ ① ９ 号 ① 配 吋 牌 目 印 の の 四 ｍ の ｇ ｐ Ｈ ． ” ① ご ｇ 、 望 吋 冒 さ ○ 画 ご 頤 胃 巨 の 可 尉 牌 筐 ロ の 可 胃 ① ｑ

ウ ○ ○ 戸 冒 目 ○ 。 ① 目 苛 ロ 四 口 ． 弓 置 巨 の ） 〆 ｇ ｏ 国 四 の 寓 目 ○ ｓ 胃 ○ 巨 胆 冨 日 四 の ８ ｍ ① ］ 貝 ○ 百 ℃ 四 口 》 釦 ロ ・ 洋 弓 煙 の

の ロ 【 ① 四 ○ ｍ 局 四 口 匡 四 ｝ 一 目 凹 胃 ご Ｏ ｐ ｍ ｍ Ｏ ぐ ① Ｈ ロ ロ 〕 ① 口 許 ○ 酌 鄙 ○ 国 四 房 四 国 Ｑ 庁 ロ ① 己 の ○ 口 ］ ① ．

国 胃 騨 宮 司 ｃ 冒 目 ざ 邑 旦 冒 尉 笛 鳴 自 用 鼻 目 ① 昌 冒 冒 呂 胃 冒 ］ ９ 画 目

弓 ① 尉 巨 茸 夛 討 少 【 ご ロ 津


